
論

説離
婚
時
の
年
金
受
給
権
分
割
制
度
に
対
す
る
若
干
の
検
討

i

l
改
正
厚
生
年
金
保
険
法
の
構
造
と
問
題
点
ー
ー
ー

星

野

盛主
主ヨ占

序

i
i
'
本
稿
の
課
題

二
厚
生
年
金
保
険
法
改
正
の
背
景
と
目
的

一
一
一
改
正
厚
生
年
金
保
険
法
の
基
本
的
構
造

年
金
受
給
権
分
割
制
度
の
「
問
題
点
」

匹l序
ー
ー
本
稿
の
課
題

本
稿
は
、
平
成
一
六
年
法
律
第
一

O
四
号
(
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
)
に
よ
り
成
立
し
た
厚
生
年
金
保
険
法
改
正
(
以



筑
波
法
政
第
三
十
八
号
(
二

O
O
五

じ
[1可

ド
、
「
本
改
正
」
と
い
う
)

の
う
ち
、
同
法
第
一
二
白
百
十
の
A

・
及
び
第
一
二
取
の
一
二
と
し
て
新
設
さ
れ
た
、

い
わ
ゆ
る
「
離
婚
時
の
年
金
受
給
権

分
割
制
度
」
(
以
下
、
「
本
制
度
」
と
い
う
)
に
対
し
て
、
本
制
度
に
お
け
る
当
事
者
の
権
利
の
性
質
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
く
べ
き
か
、

と
い
う
理
論
的
観
点
か
ら
、
若
干
の
検
討
を
加
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

周
知
の
と
お
り
、
本
改
正
は
、
い
わ
ゆ
る
「
火
性
と
年
金
」
に
関
す
る
取
要
課
題
の
一
つ
と
し
て
佐
世
づ
け
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、

従
来
の
裁
判
例
で
も
必
ず
し
も
確
立
し
た
基
準
が
存
夜
し
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
き
た
年
金
受
給
権
の
取
扱
い
に
つ
き
、
離
婚
時
の
分
割

が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
明
文
で
認
め
た
も
の
で
あ
る
。
本
改
正
に
対
す
る
学
説
の
以
応
と
し
て
は
、
改
-
止
厚
生
年
金
保
険
法
第
じ
八
条
の

二
一
で
一
ぶ
さ
れ
た
第
三
号
被
保
険
者
と
第
A

バ
ゲ
被
保
険
者
と
の
関
係
に
係
る
「
基
本
的
認
識
」
に
つ
い
て
、
第
三
号
被
保
険
者
制
度
全
体

に
対
す
る
評
価
と
併
せ
て
や
や
批
判
的
な
見
解
が
多
い
も
の
の
、
本
制
度
の
導
入
そ
れ
自
体
に
関
し
て
は
、
員
般
に
宵
定
的
な
評
価
が
な

さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
学
説
の
主
要
な
関
心
は
、
本
制
度
の
ド
に
お
け
る
年
金
受
給
権
の
只
体
的
な
分
割
前
九
日

の
妥
当
性
や
、
裁
判
所
に
お
け
る
分
割
割
合
の
具
体
的
運
別
基
準
の
あ
り
庁
に
移
行
し
つ
つ
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
加
え
て
、
本
改
正
に
関

し
て
は
、
そ
の
施
行
が
平
成
ゅ
九
年
四
月
な
い
し
平
成
&
《

0
年
四
月
か
ら
と
さ
れ
(
改
正
法
附
則
第
‘
条
第
六
日
ゲ
及
び
第
七
日
立
、
現
実

の
運
用
が
ま
だ
開
始
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
と
相
ま
ち
、
本
制
度
の
ド
に
お
い
て
発
生
し
う
る
問
題
点
に
対
す
る
検
討
は
、
少
な
く
と
も
現

時
点
で
は
必
ず
し
も
詳
細
に
行
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
実
際
、
本
制
度
の
施
行
ま
で
相
当
の
時
間
的
余
裕
が
あ
る
以
上
、
条

文
の
文
言
か
ら
理
論
上
指
摘
可
能
な
問
題
点
の
多
く
に
つ
い
て
は
、
施
行
ま
で
に
解
決
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
し
、
あ
る
い
は
、

施
行
後
の
運
用
次
第
で
実
質
的
に
顕
在
化
し
な
い
こ
と
も
十
分
予
測
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
制
度
が
多
分
に
実
験
的
、
創
設
的
な
性
格
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
過
去
に
お
け
る
類
似
制
度
も
存
在
し
な
い
こ

と
、
さ
ら
に
、
後
に
検
討
す
る
と
お
り
、
本
制
度
の
基
本
的
な
構
造
か
ら
考
え
ら
れ
る
性
格
が
、
離
婚
時
に
お
け
る
財
産
分
号
制
度
の
一

般
的
な
性
格
と
必
ず
し
も
整
合
し
な
い
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
か
ら
す
る
と
、
改
正
法
の
下
で
ど
の
よ
う
な
問
題
点



が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
か
っ
、
か
か
る
問
題
点
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
理
論
的
観
点
か
ら
解
釈
を
加
え
る
べ
き
で
あ
る
か
に
つ
い

て
、
現
時
点
に
お
い
て
検
討
を
加
え
て
お
く
こ
と
は
、
必
要
か
つ
有
益
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
下
で
は
、
ま
ず
、
本
改
正
の
背
景
と
目
的
と
に
つ
い
て
、
本
改
正
を
実
質
的
に
主
導
し
た
と
考
え
ら
れ
る
厚
生
労
働
省
の
提
出
に
係

る
文
警
に
お
け
る
議
論
を
中
心
に
概
観
し
た
後
(
ニ
)
、
改
正
厚
生
年
金
保
険
法
第
三
章
の
二
に
お
け
る
代
表
的
な
条
文
に
即
し
て
、
本

制
度
の
基
本
的
な
構
造
と
性
格
と
に
つ
い
て
、
や
や
詳
細
に
検
討
を
加
え
る
(
一
ニ
)
。
そ
の
う
え
で
、
本
制
度
の
下
に
お
い
て
生
じ
う
る

問
題
点
に
つ
い
て
考
察
し
、
本
制
度
に
関
す
る
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
、
若
干
私
見
を
述
べ
る
こ
と
と
す
る
(
四
)
。

(
1
)

第
七
八
条
の
二
一
一
(
被
扶
養
配
偶
者
に
対
す
る
年
金
た
る
保
険
給
付
の
基
本
的
認
識
)
「
被
扶
養
配
偶
者
に
対
す
る
年
金
た
る
保
険
給
付

に
関
し
て
は
、
第
三
章
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
被
扶
養
配
偶
者
を
有
す
る
被
保
険
者
が
負
担
し
た
保
険
料
に
つ
い
て
、
当
該
被
扶
養
配
偶

者
が
共
同
し
て
負
担
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
義
本
的
認
識
の
下
に
、
こ
の
章
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
o
」

(
2
)

例
え
ば
、
杉
井
静
子
「
女
性
と
年
金

(
3
)
」
賃
金
と
社
会
保
障
一
三
五
六
号
閲
O
資
(
一
一

0
0
…
一
一
年
)
、
永
瀬
伸
子
「
年
金
と
女
性
」
法

時
七
六
巻
一
一
口
一
ヱ
ハ
O
頁
(
一
一

O
O
四
年
)
、
商
品
淳
子
「
年
金
分
割
1

1
女
性
と
年
金
を
め
ぐ
る
問
題
の
一
側
耐
」
ジ
ュ
リ
一
二
八
一
一
号

七
五
頁
(
二

O
O
五
年
)
な
ど
参
照
。

(
3
)

従
来
の
判
例
に
関
す
る
網
羅
的
な
検
討
を
し
た
も
の
と
し
て
、
二
宮
周
平

立
命
館
法
学
二
九
二
号
二
四
二
頁
(
一
一

O
O
一
二
年
)
参
照
。

「
財
産
分
与
と
年
金
分
割

l
l
判
例
の
整
理
と
今
後
の
動
向
」

離
婚
時
の
年
金
受
給
権
分
割
制
度
に
対
す
る
若
干
の
検
討
(
星
野
)

一
七
五



筑
波
法
政
第
一
二
十
八
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す
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A

レ
し
ん
ハ

厚
生
年
金
保
険
法
改
正
の
背
景
と
目
的

本
改
正
に
関
す
る
基
本
的
な
構
想
が
-
ぶ
さ
れ
た
の
は
、

問
中
生
労
働
省
が
一
平
成

五
年
七
月
に
社
会
保
持
審
議
会
年
令
部
会
に
提
出
し
た

「
厚
生
労
働
有
ペ
ー
パ
ー
」
と
い
う
)
で
あ
る
と
パ
わ
れ
て
い
る
。
従
つ

じ
は
人
以
川
、

「
離
婚
時
の
年
金
受
給
権
分
割
制
度
に
つ
い
て
」
(
以
下
、

て
、
以
下
で
は
、
こ
の
厚
生
労
働
者
ペ
ー
パ
ー
に
お
け
る
議
論
を
や
や
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
改
正
の
日
的
と
背
民
と
に
つ

い
て
与
え
て
み
る
こ
と
と
し
た
い
。

ま
ず
、
厚
生
労
働
者
ペ
ー
パ
ー
は
、
「
1

離
婚
や
年
金
受
給
に
関
す
る
最
近
の
状
況
」
と
題
し
て
、
次
の
よ
う
に
議
論
を
誕
き
起
こ

し
て
い
る
ο

「
ポ
十
均
寿
命
の
男
女
系
等
か
ら
女
性
の
老
後
期
間
は
長
く
、
核
家
族
化
の
傾
向
と
相
ま
っ
て
、

K
M
Mが
人
生
の
は
恥
後
を
単
身
で
過
ご
す

吋
能
陀
が
高
ま
っ
て
い
る
。
…
力
、
高
齢
の
単
身
女
刊
の
所
得
水
添
は
尚
齢
の
単
身
男
性
や
高
齢
者
夫
婦
と
比
べ
て
低
く
、
ど
の
よ
う
な

老
後
保
障
を
女
性
に
対
し
て
行
、
っ
か
は
主
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
」

一
ま
た
、
近
年
、
離
婚
件
数
、
と
り
わ
け
中
高
齢
宥
等
の
比
較
的
同
的
年
数
の
長
い
夫
婦
に
お
け
る
離
婚
件
数
が
増
加
し
て
い
る
が
、

男
女
の
閥
で
年
金
受
給
額
に
は
大
き
な
差
が
あ
る
た
め
、
十
分
な
就
労
所
得
を
得
る
こ
と
も
難
し
い
中
高
齢
期
に
離
婚
し
た
女
性
は
、
老

後
の
所
得
水
準
が
低
い
こ
と
が
多
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
」

こ
の
議
論
の
社
万
か
ら
明
ら
か
な
と
お
り
、
本
改
正
は
、
い
わ
ゆ
る
「
女
性
と
年
金
」
に
関
す
る
問
題
の
一
環
と
し
て
、
特
に
「
中
高

齢
期
」
に
離
婚
し
た
火
性
に
対
す
る
「
老
後
保
障
」
制
度
と
し
て
提
明
さ
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

離
婚
時
に
お
い
て
、
将
来
の
年
金
受
給
権
を
も
財
産
分
与
の
対
象
と
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
主
張
は
、
本
改
正
の
相
当
以
前
か
ら
議
論

の
対
象
と
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
前
提
に
あ
る
考
え
方
は
、
要
す
る
に
、
夫
婦
の
一
五
(
特
に
夫
)
が
配
偶
者
(
特
に
奏
)



と
比
べ
て
高
額
の
年
金
受
給
権
を
取
得
で
き
る
の
は
、
配
偶
者
が
家
庭
外
で
稼
働
せ
ず
家
事
及
び
育
児
に
専
ら
従
事
し
た
こ
と
に
よ
り
、

自
己
の
家
庭
外
で
の
収
入
場
を
凶
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
で
あ
る
か
ら
、
年
金
受
給
権
の
産
額
の
う
ち
相
当
部
分
は
、
配
偶
者
の
実
質
的

な
財
産
的
貢
献
の
賜
物
で
あ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
実
際
、
ご
く
最
近
に
到
る
ま
で
は
、
給
与
所
得
者
の
所
得
の
多
寡
に
絞
も
緊
密

な
関
係
を
持
つ
要
悶
が
、
勤
務
年
数
と
勤
務
時
間
の
長
短
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
事
実
で
あ
る
か
ら
、
離
婚
時
に
お
け
る
夫
婦

問
の
実
質
的
財
産
裕
走
の
是
正
措
抵
の
.
っ
と
し
て
、
年
金
受
給
権
の
分
割
が
主
張
さ
れ
た
こ
と
は
、
従
米
の
日
本
の
典
塑
的
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
社
会
を
前
提
と
す
る
限
り
、
出
十
ば
必
然
的
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
厚
生
労
働
省
ペ
ー
パ
ー
は
、
「
2

現
行
の
年
金
制
度
に
お
け
る
取
扱
い
」
と
題
し
て
、
従
米
の
年
金
受
給
権
が
受
給
者
側
人

の
老
後
保
，
障
を
全
、
つ
さ
せ
る
趣
宵
か
ら
議
渡
、
定
抑
を
禁
止
し
た
品
身
専
属
様
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
う
え
で
、
「
3

る
離
婚
時
の
財
産
分
与
の
規
定
」
と
題
し
て
、
現
行
の
財
産
分
号
制
度
に
つ
い
て
説
明
し
た
後
、
「
離
婚
時
の
財
産
分
守
徹
及
び
-
T

刀
法
に

関
す
る
ル

l
ル
に
つ
い
て
、
よ
り
明
確
な
規
定
と
な
っ
て
い
る
」
と
し
て
、
平
成
八
年
a

・
月
の
法
制
審
議
会
決
定
に
係
る
「
民
法
の
J

部

民
法
に
お
け

を
改
正
す
る
法
律
案
要
綱
案
」
を
引
用
し
て
い
る
。

前
述
の
と
お
り
、
本
制
度
が
離
婚
後
に
お
け
る
女
性
の
保
障
の
た
め
の
制
度
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
従
米
の
年
金
受
給
権
の
越
貯
に
加
え

て
現
行
の
財
産
分
与
制
度
に
つ
い
て
前
提
的
に
解
説
を
行
う
こ
と
は
、
議
論
の
流
れ
と
し
て
内
然
な
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現

行
制
度
の
み
な
ら
ず
、
法
制
審
議
会
に
お
い
て
決
定
さ
れ
た
後
い
ま
だ
改
正
法
案
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
要
綱
案
を
も
あ
え
て
引
川
の
対

象
と
し
て
加
え
た
こ
と
は
、
同
要
綱
案
が
「
よ
り
明
確
な
ル

i
ル
」
を
示
し
て
い
る
、
と
の
厚
生
労
働
省
ペ
ー
パ
ー
の
有
す
る
認
識
に
基

づ
く
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
要
す
る
に
、
厚
生
労
働
省
ペ
ー
パ
ー
と
し
て
は
、
年
金
受
給
権
の
分
割
制
度
を
創
設
す
る
に
際
し
て
、
「
明

確
な
ル

i
ル
」
に
基
づ
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
、
と
の
意
図
が
強
く
あ
り
、
そ
の
怠
凶
が
引
用
対
象
の
選
択
に
現
れ
た
も
の
と
考
え
て
克

し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

離
婚
時
の
年
金
受
給
権
分
割
制
度
に
対
す
る
お
干
の
検
討
(
泉
野
)

じ
じ
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二
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一
七
八

続
い
て
、
厚
生
労
働
省
ペ
ー
パ
ー
は
、
「
4

判
例
に
お
け
る
離
婚
の
際
の
財
産
分
与
時
の
年
金
の
取
扱
い
」
と
し
て
、
次
の
二
つ
の

こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
第
一
に
、
「
判
例
に
お
い
て
確
立
さ
れ
た
取
扱
い
は
み
ら
れ
な
い
」
こ
と
、
第
二
に
、
「
判
決
に
み
ら
れ
る
離
婚
の

際
の
財
産
分
与
時
の
年
金
の
取
扱
い
に
お
け
る
限
界
」
が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
、
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
第
一
の
点
に
つ
い
て
は
、
要
す
る

に
年
金
受
給
権
を
財
産
分
予
の
対
象
と
し
た
公
刊
裁
判
例
が
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
が
、
第
二
の
点
に
つ
い
て
は
、
さ
ら

に
次
の
よ
う
な
詳
細
な
説
明
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

「
①
年
金
受
給
権
と
の
一
身
専
属
性
と
の
関
係
か
ら
年
金
受
給
権
の
分
割
や
譲
護
が
で
き
な
い
た
め
、
年
金
受
給
者
本
人
に
支
払
わ
れ

る
年
金
の
一
部
に
相
当
す
る
金
額
を
、
定
期
金
債
務
の
形
で
元
の
配
偶
者
に
支
払
う
こ
と
を
命
じ
る
と
い
う
方
法
が
と
ら
れ
て
い
る

o
hこ

の
場
合
、
年
金
受
給
者
が
定
期
金
債
務
の
形
で
の
支
払
い
を
履
行
し
な
い
場
合
に
は
、
強
制
執
行
の
方
法
に
よ
ら
、
ざ
る
を
得
な
い
己
「
ま

た
、
年
金
受
給
者
が
-
死
亡
す
る
と
、
定
期
金
債
務
も
消
滅
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
己
「
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
ク
リ
ー
ン
・

ブ
レ
ー
ク

(
H
離
婚
後
は
お
互
い
に
関
わ
り
を
一
切
持
た
な
い
こ
と
)
に
な
ら
な
い
よ

「
②
離
婚
時
点
で
年
金
受
給
権
が
発
生
し
て
い
る
、
或
い
は
離
婚
時
に
六
四
歳
で
あ
る
等
極
め
て
近
い
将
来
に
年
金
受
給
機
の
発
生
が

期
待
さ
れ
る
場
合
を
除
い
て
、
将
来
発
生
す
る
年
金
受
給
権
に
つ
い
て
は
、
離
婚
時
の
清
算
対
象
と
す
る
こ
と
を
首
定
す
る
判
決
が
み
ら

れ
る
(
「
不
確
定
要
素
の
多
い
も
の
を
も
っ
て
夫
婦
の
現
存
共
悶
財
産
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
」
(
東
京
高
判
昭
和
六
一
年
一
月
二
九

日
)
と
さ
れ
て
い
る
)
0

」

「
@
受
給
権
発
生
後
の
年
金
を
離
婚
時
の
清
算
の
対
象
と
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
定
期
金
債
務
で
あ
る
年
金
は
、
不
動
産
や
預
貯
金

と
い
っ
た
離
婚
時
点
で
財
産
価
額
が
確
定
し
て
い
る
財
産
権
と
は
性
質
が
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
財
産
分
与
の
方
法
と
し
て
は
、

一
時
払
い
で
も
っ
て
清
算
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
定
期
金
の
支
払
い
を
命
ず
る
こ
と
が
あ
る
。
」

こ
こ
で
厚
生
労
働
省
ペ
ー
パ
ー
が
指
摘
し
て
い
る
問
題
点
は
、
理
論
的
に
整
理
す
る
と
、
次
の
二
つ
の
点
に
原
凶
を
有
し
て
い
る
。
第



一
に
、
年
金
受
給
権
が
A

身
専
属
様
で
あ
り
、
法
律
に
よ
っ
て
当
事
者
に
よ
る
処
分
そ
の
他
の
移
転
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
第
a

に、

年
金
受
給
権
が
将
米
発
生
す
る
権
利
で
あ
り
、
離
婚
時
点
に
お
け
る
財
産
分
与
対
象
と
し
て
多
分
に
不
確
定
要
素
を
持
っ
て
い
る
こ
と
、

で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
第
一
の
点
に
つ
い
て
は
対
処
が
比
較
的
簡
単
で
あ
り
、
要
す
る
に
、
「
法
律
に
よ
り
」
禁
止
さ
れ
て
い
る
当
事
者

の
処
分
そ
の
他
を
局
部
解
除
す
る
こ
と
、
及
び
、
年
金
受
給
協
恨
の
ゐ
身
専
印
刷
性
や
二
部
除
外
し
て
配
偶
者
に
対
す
る
将
来
の
年
金
受
給
機

を
確
保
す
る
こ
と
を
、
「
法
律
に
よ
り
」
認
め
れ
ば
よ
い
わ
け
で
あ
っ
て
、
本
改
正
は
一
止
に
そ
の
実
現
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
第
二
の
点
に
つ
い
て
は
、
将
来
の
年
金
受
給
権
分
割
制
度
を
法
律
に
よ
り
設
け
た
と
し
て
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
分
割
さ

れ
た
年
金
受
給
権
が
現
在
の
権
利
と
し
て
確
定
す
る
も
の
で
な
い
以
上
、
本
制
度
の
創
設
に
よ
っ
て
問
題
が
解
消
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、

本
改
正
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
た
め
の
現
出
と
し
て
は
、
や
や
副
次
的
な
も
の
と
位
霞
づ
け
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
に
忠
わ
れ
る
、

し
か
し
な
が
ら
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
先
程
の
民
法
改
正
要
綱
案
の
引
出
を
併
せ
考
え
れ
ば
、
原
生
労
働
者
ペ
ー
パ
ー
の
一
1
山
要
な
目
的
が
、

年
金
受
給
権
分
割
制
度
を
創
設
す
る
に
際
し
て
の
「
明
確
な
ル
ー
ル
」
を
設
定
す
る
こ
と
に
あ
る
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

実
際
、
上
記
の
問
題
点
の
指
摘
の
後
、
厚
生
労
働
者
ペ
ー
パ
ー
は
、
「
5

離
婚
時
の
年
令
交
給
権
分
割
制
度
の
必
要
性
」
と
題
し
て
、

女
性
と
年
金
検
討
会
の
提
は
に
か
か
る
「
夫
婦
a

一
人
の
者
後
午
前
を
支
え
る
年
金
が
縦
婚
し
て
も
な
お
そ
れ
ぞ
れ
の
生
前
を
わ
え
え
る
も
の

と
な
る
よ
う
、
離
婚
時
に
夫
婦
の
間
で
年
金
の
・
分
割
が
可
能
と
な
る
よ
う
な
仕
組
み
を
講
じ
る
万
向
で
検
討
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
適
当

で
あ
る
。
」
と
の
見
解
を
引
用
し
、
離
婚
時
の
年
金
分
割
制
度
の
具
体
的
な
方
法
に
関
す
る
検
討
へ
と
論
を
進
め
て
い
く
。
そ
し
て
、
「
年

金
受
給
権
の
一
身
守
脳
性
に
離
掛
の
場
合
の
例
外
を
設
け
る
十
刀
法
(
年
金
額
分
割
)
」
に
つ
い
て
は
、
「
年
金
受
給
権
が
年
金
交
給
許
の
権

利
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
死
亡
に
よ
り
年
金
受
給
権
は
失
格
し
、
ぞ
れ
以
後
は
一
応
の
配
偶
者
は
受
給
で
き
な
い

と
い
う
限
界
は
解
消
さ
れ
な
い
」
と
の
問
題
点
を
指
摘
し
た
後
、
実
質
上
の
結
論
と
し
て
、
守
山
川
述
し
た
、
判
決
に
み
ら
れ
る
離
婚
の
際

の
財
産
分
与
時
に
お
け
る
年
金
の
取
扱
い
の
限
界
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
年
金
額
分
割
の
方
法
だ
け
で
は
な
く
、
離
婚
時
に
ト
十
九
制
の
間

離
婚
時
の
年
金
受
給
権
分
割
制
度
に
対
す
る
者
干
の
検
討
(
川
佐
野
)

じ
九
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(
離
婚
時
に
夫
婦
そ
れ
ぞ
れ
の
年
金
受
給
権
が
増
減
す
る
仕
組
み
)

要
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
己
と
の
議
論
の
方
向
性
を
示
し
て
い
る
c

で
年
金
受
給
権
の
分
割
が
可
能
と
な
る
制
度

を
創
設
す
る
こ
と
が
必

以
上
の
こ
と
か
ら
、

原
作
労
働
省
ペ
ー
パ
ー
の
考
え
る
本
改
正
の
背
景
及
び
目
的
に
つ
い
て
は
、

次
の
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
川
能
で

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
第
…
に
、
本
改
正
は
、
厚
生
労
働
省
ペ
ー
パ
ー
が
議
論
の
山
口
頭
で
述
べ
る
と
お
り
、
「
離
婚
後
に
お
け
る
女
性

の
老
後
保
障
」
を
目
的
と
し
た
制
度
の
構
築
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
従
米
の
日
本
の
典
型
的
な
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
社
会
の
雇
用
環
境
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
第
二
に
、
本
改
正
は
、
原
生
労
働
者
ペ
ー
パ
ー
が
従
来
の
制
度
や
裁
判

所
に
よ
る
取
扱
い
に
対
し
て
や
や
消
極
的
な
見
解
を
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
と
お
り
、
年
金
受
給
権
分
割
に
関
す
る
法
律
に
よ

る
「
明
確
な
ル

i
ル
」
を
設
定
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
、
相
当
強
く
現
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
一
一
に
、
前
記
の
A

一
点
と
関

連
し
て
、
本
改
正
の
中
で
は
、
年
金
受
給
権
の
分
割
に
関
し
て
、
当
事
者
に
よ
る
処
分
可
能
性
に
よ
り
具
体
的
な
年
金
受
給
権
に
不
確
定

要
素
が
残
る
こ
と
に
対
し
て
も
消
極
的
な
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
家
に
対
す
る
倒
人
の
年
金
受
給
権
の
内
容
が
一
義
的
に

確
定
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
前
記
の
「
明
確
な
ル

1
ル
」
の
帰
結
で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

そ
う
す
る
と
、
次
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
実
際
に
成
立
し
た
本
改
正
が
、
以
上
の
よ
う
な
改
正
の
目
的
と
の
関
係
で
、

果
た
し
て
ど
の
よ
う
な
性
格
を
持
つ
こ
と
に
な
る
か
、
で
あ
る
。
従
っ
て
、
以
ド
で
は
項
を
改
め
、
本
改
正
に
よ
り
成
点
し
た
厚
生
年
金

保
険
訟
の
代
表
的
な
条
文
の
文
設
を
や
や
厳
密
に
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
よ
り
、
年
金
受
給
権
分
割
制
度
の
基
本
的
構
造
と
性
格
と
に
つ

い
て
考
え
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

(
4
)
本
改
正
の
全
体
的
経
緯
に
つ
い
て
は
、
高
畠
・
前
掲
論
文
が
、
他
の
論
点
を
も
含
め
て
分
か
り
ゃ
す
く
解
説
し
て
い
る
の
で
、
そ
ち
ら
を

参
照
さ
れ
た
い
。



F 
d 

二山
M
n
苧
笛
「
離
婚
後
の
扶
養

l
i
i
年
金
に
対
す
る
権
利
の
清
算
」
家
放
〈
社
会
と
法
〉
九
号
一

O
七
頁
(
一
九
九
一
一
一
年
)
、
堀
勝
洋
『
年

金
制
度
の
再
構
築
』
一

O
二
頁
以
下
三
九
九
七
年
)
、
本
深
巳
代
子
「
女
性
と
年
金
制
度
」
法
律
の
ひ
ろ
ば
五
一
巻
四
号
二
七
頁
(
一
九

九
八
年
)
、
竹
中
康
之
「
公
的
年
金
と
女
性
」
日
本
社
会
保
障
学
会
編
吋
議
際
社
会
保
障
法
第
2
巻
所
得
保
障
法
」
一
四
七
一
員
(
一
一

O
O
一

年
)
な
ど
。

(
6
)
 
本
四
伴
・
前
掲
論
文
…
二
一
一
氏
。

(
7
)

但
し
、
本
文
で
述
べ
た
こ
と
を
逆
に
考
え
れ
ば
、
今
後
の
企
業
社
会
の
動
向
に
よ
っ
て
給
与
の
多
寡
の
要
国
に
関
す
る
従
来
の
常
識
が
変

化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
給
与
所
得
者
の
労
働
時
閥
単
価
に
大
き
な
個
人
差
が
供
ず
る
こ
と
が
当
然
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
従

来
の
議
論
に
お
け
る
前
提
が
、
少
な
く
と
も
そ
の
ま
ま
で
は
通
用
し
な
く
な
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
窓
味
で
は
、
勤
務
年
数
が
長

期
に
わ
た
る
こ
と
が
必
ず
し
も
辰
一
胤
関
係
の
安
定
を
保
障
す
る
も
の
で
な
く
な
り
、
か
っ
、
様
々
な
形
で
能
力
給
制
度
を
導
入
す
る
企
業
が

徐
キ
に
地
加
し
て
き
で
い
る
現
在
に
到
っ
て
、
改
め
て
従
米
の

υ本
の
典
剤
的
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
社
会
の
前
提
に
従
い
、
「
女
性
の
老
後
保
障
」

に
関
す
る
本
改
正
が
実
現
し
た
こ
と
は
、
い
さ
さ
か
皮
肉
な
而
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
よ
う
に
忠
わ
れ
る
。

(
8
)

も
っ
と
も
、
厚
生
労
働
省
ペ
ー
パ
ー
は
、
同
時
に
、
「
将
来
発
生
す
る
年
金
受
給
権
を
年
金
受
給
権
分
割
制
度
の
対
象
と
す
る
か
ど
、
っ
か

に
つ
い
て
は
、
検
討
が
必
要
で
あ
る
つ
」
と
し
て
、
現
実
に
発
生
し
て
い
る
年
金
受
給
権
の
取
扱
い
と
、
将
米
発
生
す
る
年
金
受
給
権
の
取

扱
い
と
を
ほ
肌
分
し
て
議
論
す
る
必
姿
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
前
述
の
と
お
り
、
年
金
受
給
権
分
割
制
度
を
設
け
た
と
し
て
も
、

将
来
の
年
金
受
給
権
に
不
確
定
要
素
が
伴
、
つ
こ
と
が
避
け
ら
れ
ず
、
厚
生
労
働
省
ペ
ー
パ
ー
の
目
的
で
あ
る
「
明
確
な
ル

i
ル
」
に
沿
わ
な

い
自
が
生
じ
て
し
ま
う
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
つ
し
か
し
な
が
ら
逆
に
、
将
来
の
年
金
交
給
権
を
分
抑
制
度
の
対
象
か
ら
外
し
て
し
ま

う
こ
と
は
、
離
婚
す
る
夫
婦
が
双
方
と
も
現
に
年
金
交
給
権
を
有
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
従
前
と
変
わ
ら
な
い
取
扱
い
を
す
る
ほ
か
な
い

こ
と
を
滋
味
し
て
い
る
か
ら
、
本
改
正
の
沼
初
の
目
的
で
あ
る
「
綴
燃
後
に
お
け
る
火
性
の
老
後
保
隊
一
を
尖
質
的
に
達
成
で
き
な
く
な
る

可
能
性
が
向
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
実
際
、
年
金
制
度
部
会
に
よ
り
、
平
成
品
d

九
年
九
月
に
総
出
さ
れ
た
、
「
年
金
制

度
改
正
に
関
す
る
意
見
」
の
小
で
は
、
年
金
受
給
権
発
生
前
に
離
給
す
る
場
合
に
つ
い
て
も
分
割
を
わ
う
必
要
が
あ
る
こ
と
が
主
駁
さ
れ
、

離
婚
時
の
年
金
受
給
権
分
割
制
度
に
対
す
る
お
「
の
検
討

(
M
生
野
)

八
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い
わ
ゆ
る
「
保
険
料
納
付
記
録
分
割
」
の
導
入
が
制
別
家
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
本
制
一
成
が
実
現
す
る
に
到
っ
た
わ
け
で
あ
る
べ

改
正
厚
生
年
金
保
険
法
の
基
本
的
構
造

本
制
度
に
係
る
厚
生
年
金
保
険
法
の
改
正
条
文
の
う
ち
主
要
な
も
の
は
、
「
第
一
二
本
の
一

び
、
「
第
ご
ぷ
平
の
一
一
.

離
婚
等
を
し
た
場
合
に
お
け
る
特
例
」
、
及

被
扶
養
配
偶
者
で
あ
る
期
間
に
つ
い
て
の
特
例
」
と
の
各
市
題
の
ド
に
お
け
る
、
第
七
八
条
の
争
A

か
ら
第
七
八
条

の
…
一
一
ま
で
の
合
計
二

O
カ
条
の
削
減
定
で
あ
る
。
本
制
度
の
具
体
的
内
符
に
出
附
し
て
は
、
様
々
な
解
説
が
公
去
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で

は
、
改
正
法
の
う
ち
代
表
的
な
条
文
の
丈
誌
を
や
や
厳
常
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
前
記
ニ
で
検
討
し
て
き
た
本
改
正
の
日
的
と
背
対

と
が
改
正
法
で
ど
の
よ
う
に
位
前
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
に
若
日
す
る
。
な
お
、
日
一
蹴
に
述
べ
た
と
お
り
、
本
制
度
に
対
し
て
学
説
が
最
も

批
判
的
に
検
討
を
加
え
て
い
る
点
は
、
第
二
一
号
被
保
険
者
に
関
す
る
基
本
的
認
識
を
明
定
し
た
第
七
八
条
の
一
一
二
で
あ
る
が
、
以
下
に
述

べ
る
と
お
り
、
本
制
度
の
基
本
的
構
造
に
関
す
る
性
格
と
問
題
点
と
は
、
む
し
ろ
第
:
・
k
p
の
つ
に
関
し
て
明
確
に
現
れ
て
い
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
た
め
、
以
下
で
は
第
三
章
の
命
一
の
品
規
定
に
つ
い
て
専
ら
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。

本
制
度
の
基
本
的
な
構
造
は
、
第
七
八
条
の
二
の
規
定
の
中
に
、
極
め
て
複
雑
な
形
で
一
不
さ
れ
て
い
る
。

(
離
婚
等
を
し
た
場
合
に
お
け
る
標
準
報
酬
の
改
定
の
特
例

第
七
十
八
条
の

第
二
万
改
定
各
(
被
保
険
者
又
は
被
保
険
者
で
あ
っ
た
者
で
あ
っ
て
、
第
七
十
八
条
の
L

ハ
第
一
駁
第
.
1
h
d
及
び
第
二
項
第
‘
号

の
規
定
に
よ
り
標
準
報
酬
が
改
定
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
回
じ
。
)
又
は
第
二
号
改
定
者
(
第
一
号
改
定
者
の
配
偶
者
で
あ
っ
た
者
で
あ
っ
て
、



同
条
第
A

a

事
、
第
会
一
号
及
び
第
‘
一
項
第
会
J
H
ゲ
の
規
定
に
よ
り
標
準
削
減
酬
が
改
定
さ
れ
、
又
は
決
定
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
)
は
、
離
叫
附
ル
ー
寸

(
離
婚
(
婚
姻
の
印
刷
出
を
し
て
い
な
い
が
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
っ
た
者
に
つ
い
て
、
当
該
事
情
が
解
消
し
た
場
合
を
除
く
。
)
、
婚

憾
の
取
消
し
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
出
を
い
う
。
以
下
こ
の
単
に
お
い
て
同
じ
。
)
を
し
た
場
合
で
あ
っ
て
、
次
の
各
サ
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
と
き
は
、
社
会
保
険
庁
長
官
に
対
し
、
当
一
一
放
機
婚
等
に
つ
い
て
対
象
期
間
(
婚
姻
期
間
そ
の
他
の
一
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
を
い

う
c

以
下
同
じ
。
)
に
係
る
被
保
険
者
期
間
の
標
準
報
酬
(
第
一
号
改
定
者
及
び
第
三
号
改
定
者
(
以
下
こ
れ
ら
の
者
を
「
当
事
符
」
と
い
う
の
)
の

様
準
報
酬
を
い
う
。
以
ド
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
)
の
改
定
又
は
決
定
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
将
該
離
婚
等
を
し
た
と
き
か
ら

島
…
年
を
経
過
し
た
と
き
そ
の
他
の
原
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
に
談
中
ー
す
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

当
事
者
が
標
得
報
酬
の
改
定
え
は
決
定
の
請
求
を
す
る
こ
と
及
び
請
求
す
べ
き
按
分
割
合
(
中
i
b
d
改
定
又
は
決
定
後
の
中
ー
が
お
の
次
条
第
-

川
引
に
規
定
す
る
対
象
期
間
襟
態
報
酬
総
徽
の
合
計
徹
に
対
す
る
第
二
号
改
定
去
の
対
象
如
何
様
準
報
酬
総
額
の
割
合
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
)
に
つ

い
て
介
意
し
て
い
る
と
き
ο

次
項
の
規
定
に
よ
り
家
庭
裁
判
所
が
請
求
す
べ
き
絞
分
割
合
を
定
め
た
と
き
の

2 

前
項
の
規
定
に
よ
る
様
準
報
酬
の
改
定
又
は
決
定
の
必
求
(
以
下
「
標
準
報
酬
改
定
請
求
」
と
い
う
。
)
に
つ
い
て
、
同
項
第
一
日
ゲ
の
ψ
ー
が
行

の
合
意
の
た
め
の
協
議
が
調
わ
な
い
と
き
、
又
は
協
議
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
当
事
者
の

ハ
ノ
1
7
h
C
こ
主
)
、
と
‘
E
K
Hリ
好
土
、

σ
u，
i
…
r
l
p
d
t

〆
謁
吋
附

rz取
す
市
げ

l

中j
談
対
象
期
間
に
お
け
る
保
険
料
納
付
に
対
す
る
勺
事
狩
の
寄
与
の
税
，
区
そ
の
他
ε

切
の
事
憶
を
考
厳
し
て
、
主
制
求
す
べ
き
按
分
割
合
を
定
め
る
こ

と
が
で
き
る
。

3 

前
項
の
規
定
に
よ
る
縞
求
す
べ
き
按
分
割
合
に
関
す
る
処
分
(
以
ド
「
襟
準
報
酬
の
按
分
割
合
に
関
す
る
処
分
」
と
い
う
。
)
は
、
家
事
議
判

法
(
昭
利
一
一
十
・
一
年
法
律
第
百
五

l
a
パ
に
ど
の
越
川
に
関
し
て
は
、
同
法
第
九
条
第
降
項
乙
類
に
ぬ
げ
る
事
項
と
み
な
す
c

4 

標
準
報
酬
改
定
結
ぶ
は
、
当
事
私
自
が
標
準
報
酬
の
改
定
又
は
決
定
の
請
求
を
す
る
こ
と
及
び
約
ぶ
す
べ
き
按
分
割
合
に
つ
い
て
合
怠
し
て
い
る

厳
婚
時
の
年
金
受
給
権
分
割
制
度
に
対
す
る
絞
干
の
検
討
(
昆
野

/¥. 
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凶
け
が
一
一
川
山
油
刺
さ
れ
た
公
正
証
存
の
添
付
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
条
文
の
読
み
づ
ら
さ
の
涼
問
は
、
用
語
の
定
義
と
制
度
の
基
本
的
な
構
造
に
加
え
て
、
制
度
の
適
用
除
外
対
象
ま
で
を
も
無
理
に

ゐ
つ
の
条
文
の
中
で
去
現
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
後
の
議
論
に
関
し
て
必
要
な
部
分
だ
け
を
抽
出
す
る
と
、
要

す
る
に
、
年
金
分
割
の
芳
一
事
許
で
あ
る
夫
婦
は
、
離
婚
に
際
し
、
次
の
二
つ
の
う
ち
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
「
社
会
保
険
庁

長
官
に
対
し
、
」
「
標
準
報
酬
:
:
:
の
改
定
又
は
決
定
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
。
そ
の
二
つ
の
場
合
と
は
、
第
A

に
、
当
事
者
が
合

立
を
し
て
い
る
と
き
、
第
・
」
に
、
家
庭
裁
判
所
が
「
請
求
す
べ
き
按
分
割
合
(
こ
の
定
義
及
び
範
開
は
第
七
八
条
の
一
二
で
示
さ
れ
て
い
る
と

を
定
め
た
と
き
、

で
あ
る
。
な
お
、
第
・

H
V
に
よ
り
家
庭
裁
判
所
が
請
求
す
べ
き
按
分
割
合
を
定
め
る
の
は
、
「
中
i
事
持
の
ん
円
怠
の
た
め

の
協
議
が
調
わ
な
い
と
き
、
又
は
協
議
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
」
で
あ
る
。

そ
う
す
る
と
、
「
主
制
求
す
べ
き
按
分
割
合
」
の
定
義
と
範
聞
が
次
に
問
題
と
な
る
が
、
第
七
八
条
の
A

一
一
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
以
ド
の
よ

う
に
焼
定
し
て
い
る
。

請
求
す
べ
き
按
分
割
合
)

第
七
ト
八
条
の

続
求
す
べ
き
按
分
割
合
は
、
当
事
者
そ
れ
ぞ
れ
の
対
象
期
間
標
準
報
酬
総
額
(
対
象
期
間
に
係
る
被
保
険
狩
郷
関
の
各
月
の
襟

準
報
酬
月
額
(
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
墳
に
規
定
す
る
従
前
標
準
報
酬
月
額
が
当
該
月
の
標
準
報
酬
月
額
と
み
な
さ
れ
た
月
に
あ
っ

て
は
、
従
前
標
準
報
酬
月
額
)
と
標
準
賞
与
額
に
カ
事
事
引
を
受
給
権
者
と
み
な
し
て
対
象
期
間
の
末
日
に
お
い
て
巡

mさ
れ
る
再
評
価
本
を
乗
じ
て

待
た
綴
の
総
額
を
い
、
っ
。
以
下
同
じ
。
)

の
合
計
額
に
対
す
る
第
二
号
改
定
者
の
対
象
期
間
標
準
報
酬
総
額
の
割
合
を
超
え
二
分
の
一
以
下
の
範
閥

(
以
下
「
按
分
割
合
の
範
問
」
と
い
、
っ
。
)
内
で
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



2 

次
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
按
分
割
合
の
範
囲
に
つ
い
て
情
報
の
提
供
(
第
七
十
八
条
の
五
の
規
定
に
よ
り
裁
判
所
又
は
受
命
裁
判
官
若
し
く

は
受
託
裁
判
官
が
受
け
た
資
料
の
提
供
を
含
み
、
こ
れ
が
複
数
あ
る
と
き
は
、
そ
の
最
後
の
も
の
。
以
下
こ
の
項
に
つ
い
て
同
じ
。
)
を
受
け
た
日

が
対
象
期
間
の
末
日
前
で
あ
っ
て
対
象
期
間
の
末
日
ま
で
の
問
が
叫
ん
ヰ
を
越
え
な
い
場
合
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
に
お
け
る
標
準

報
酬
改
定
請
求
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
情
報
の
提
供
を
受
け
た
按
分
割
合
の
範
閥
を
、
同
項
の
按
分
割
合
の
範
閣
と
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
条
文
も
、
前
条
に
劣
ら
な
い
読
み
づ
ら
さ
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
内
容
に
は
意
外
に
重
要
な
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
「
離
婚
時
の
年
金
受
給
権
の
分
割
」
は
、
年
金
受
給
権
の
算
定
根
拠
と
さ
れ
て
い
る
各
2

け
の
「
標
準
報
酬
月
額
」
の
う
ち
、

離
婚
に
関
し
て
分
割
の
対
象
と
な
る
べ
き
期
間
の
合
計
額
(
こ
れ
が
「
標
準
報
酬
総
額
」
で
あ
る
)
を
夫
婦
で
合
算
し
た
後
、
こ
れ
を
、

額
の
多
い
者
か
ら
少
な
い
者
の
五
に
移
行
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
行
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
移
行
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
範
閥
も
無
制

限
で
は
な
く
、
両
者
の
移
行
後
の
標
準
報
酬
総
額
が
等
し
く
な
る
と
こ
ろ
ま
で
し
か
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
の
制
限
は
、
九
一
事
者
が
按
分
割

合
に
つ
い
て
合
意
す
る
場
合
に
も
、
家
庭
裁
判
所
が
按
分
割
合
を
定
め
る
場
合
に
も
、
同
様
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
改
正
法
に
お
け
る
「
年
金
受
給
権
の
分
割
」
は
、
夫
婦
問
で
年
金
受
給
権
が
「
多
額
の
者
」
か
ら
「
少
額
の
者
」
に
対
し

て
の
み
行
わ
れ
、
か
っ
、
分
割
の
範
開
も
、
両
者
の
年
金
受
給
権
が
同
額
と
な
る
所
ま
で
、
と
厳
し
く
制
限
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、

こ
の
よ
う
な
制
限
は
、
改
正
法
の
背
景
に
お
い
て
提
唱
さ
れ
て
い
た
、
「
離
婚
後
に
お
け
る
女
性
の
老
後
保
障
」
と
い
う
観
点
と
の
関
係

で
は
、
か
な
り
不
十
分
な
も
の
に
留
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

す
な
わ
ち
、
離
婚
に
際
し
て
年
金
の
分
割
が
必
要
と
な
る
状
況
は
、
単
に
離
婚
後
の
年
金
受
給
額
に
夫
婦
問
で
格
差
が
生
じ
う
る
場
合

に
限
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
財
産
分
与
の
対
象
と
し
て
見
る
べ
き
資
産
が
な
い
た
め
、
年
金
受
給
権
を
分
割
し
て
分
与
の
対
象
と
し
な
い

離
婚
時
の
年
金
受
給
権
分
割
制
度
に
対
す
る
若
干
の
検
討
(
星
野
)
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限
り
分
与
の
実
質
が
凶
ら
れ
な
い
、
と
い
う
場
合
も
あ
り
う
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
上
記
の
制
限
が
あ
る
た
め
に
、
分
与

対
象
と
な
る
年
金
受
給
権
は
械
め
て
限
ら
れ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
ま
し
て
、
分
与
を
受
け
よ
う
と
す
る
側
の
年
金
受
給
額
が
多
か
っ
た

場
介
に
は
、
本
制
度
の
ド
で
の
分
割
は
不
一
川
能
で
あ
る
た
め
、
例
え
ば
慰
謝
料
と
し
て
年
金
受
給
権
の
分
'
訓
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

こ
の
よ
う
な
制
限
が
設
け
ら
れ
た
珂
.
山
は
、
お
そ
ら
く
、
厚
生
労
働
省
ペ
ー
パ
ー
の
中
で
示
さ
れ
て
い
る
、
「
麟
婚
後
の
年
金
が
な
お

そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
を
主
え
る
も
の
と
な
る
」
よ
う
に
す
る
た
め
、
年
金
受
給
権
全
額
を
離
婚
に
際
し
て
配
偶
者
に
分
干
し
て
し
ま
う
こ
と

を
防
止
す
る
腿
旨
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
女
性
の
去
後
保
障
」
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
他
の
分
ド
h
f
e

対
象
財
産
と
共

に
将
米
の
年
金
受
給
権
の
分
割
を
併
せ
て
夫
婦
問
の
財
産
を
調
整
す
る
こ
と
を
勺
事
者
が
選
択
可
能
と
し
て
も
特
に
主
障
は
な
い
特
で
あ

り
、
他
の
財
産
と
の
関
係
を
一
切
考
噂
す
る
こ
と
な
く
、
年
金
受
給
権
の
多
寡
の
み
を
関
心
の
対
象
と
す
る
上
記
の
規
定
は
、
本
制
度
を

財
産
分
与
の
山
中
で
終
介
的
に
運
別
し
よ
う
と
し
た
場
合
に
お
け
る
、
実
質
的
な
阻
害
要
国
と
な
り
か
ね
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
、

い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
制
度
に
関
し
て
少
な
く
と
も
百
え
る
の
は
、
本
制
度
が
専
ら
年
金
受
給
権
の
離
婚
時
に
お
け
る
産
額
の
み
に
新
日

し
た
も
の
で
あ
り
、
財
燦
分
手
全
体
に
お
け
る
他
の
財
産
と
の
調
終
を
阿
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
な
い
、
と
い
、
つ
こ
と
で
あ
る
J

さ
ら
に
、
以
上
の
点
を
と
り
あ
え
ず
措
く
と
し
て
も
、
第
七
八
条
の
ん
ハ
に
は
、
本
制
度
の
基
本
的
な
構
造
に
関
す
る
性
絡
が
、
よ
り
明

確
に
現
れ
て
い
る
。

(
襟
準
報
酬
の
改
定
又
は
決
定

第
七
十
八
条
の
六

社
会
保
険
庁
長
官
は
、
標
準
報
酬
改
定
請
求
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
第
A

H

ザ
改
定
者
が
標
準
報
酬
月
額
を
有
す
る
対
象
期

間
に
係
る
被
保
険
者
期
間
の
各
月
ご
と
に
、
当
事
者
の
機
業
報
酬
月
額
を
そ
れ
ぞ
れ
次
の
各
む
に
定
め
る
綴
に
改
定
し
、
え
は
決
定
す
る
こ
と
が
で

き
る
。



第
一
号
改
定
者

改
定
前
の
標
準
報
酬
月
額
(
第
二
十
六
条
第
-
項
の
規
定
に
よ
り
問
項
の
に
規
定
す
る
従
前
標
準
報
酬
月
額
が
当
該
月
の

標
準
報
酬
月
額
と
み
な
さ
れ
た
月
に
あ
っ
て
は
、
従
前
標
準
報
酬
月
額
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
)
に
一
か
ら
改
定
割
合
(
按
分
割
合
を
基
礎
と
し

て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
率
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
〕
を
控
除
し
て

mwた
率
を
采
じ
て
得
た
額

第
二
号
改
定
者

改
定
前
の
標
準
報
酬
月
額
、
(
標
準
報
酬
月
額
を
有
し
な
い
月
に
あ
っ
て
は
、
零
)
に
、
第
一
号
改
定
者
の
改
定
前
の
標
準

報
酬
月
額
に
改
定
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
を
加
え
て
得
た
額

2 

社
会
保
険
庁
長
官
は
、
襟
機
報
酬
改
定
議
求
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
第
一
サ
改
定
か
引
が
標
準
貸
与
搬
を
有
す
る
対
象
期
間
に
係
る
被
保
険

者
間
期
間
の
各
月
ご
と
に
、
当
中
山
引
者
の
標
準
賞
与
額
を
そ
れ
ぞ
れ
次
の
各
号
に
定
め
る
額
に
改
定
し
、
又
は
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
万
改
定
者
白
改
定
前
の
標
準
投
与
額
に
一
か
ら
改
定
割
合
を
控
除
し
て
得
た
率
を
乗
じ
て
待
た
綴

第-一
n
V
改
定
か
ね

改
定
前
の
標
準
賞
r
j
額
(
標
準
賞
与
績
を
有
し
な
い
バ
に
あ
っ
て
は
、
零
)
に
、
第

は
勺
改
定
者
の
改
定
前
の
標
準
投
与

微
に
改
定
割
合
を
乗
じ
て
抑
制
た
微
を
加
え
て
得
た
徽

3 

前
二
項
の
場
合
に
お
い
て
、
対
象
期
間
の
う
ち
第
一
サ
改
定
者
の
被
保
険
お
期
間
で
あ
っ
て
第
h

b

号
改
定
者
の
被
保
険
者
期
間
で
な
い
期
間
に

つ
い
て
は
、
第
二
号
改
定
者
の
被
保
険
者
期
間
で
あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

第
:
政
及
び
第
三
、
出
掛
の
胤
定
に
よ
り
改
定
さ
れ
、
又
は
決
定
さ
れ
た
惚
添
報
酬
は
、
当
該
傑
準
開
削
例
改
定
議
求
の
あ
っ
た
日
か
ら
将
米
に
む
か

つ
て
の
み
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

こ
の
条
文
も
秘
め
て
技
術
的
な
性
格
が
強
い
も
の
で
あ
る
が
、
最
も
前
一
裂
で
あ
る
の
は
、
中
イ
事
者
に
よ
る
改
定
又
は
決
定
の
請
求
に
対

し
、
「
社
会
保
険
庁
長
官
」
が
、
「
当
事
者
の
標
準
報
酬
月
額
」
を
「
改
定
し
、
又
は
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
さ
れ
て
い
る
点
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
制
度
は
、
あ
く
ま
で
「
社
会
保
険
庁
長
官
」
が
、
心
行
事
者
か
ら
の
請
求
に
応
じ
て
、
年
金
受
給
権
の
分
割
を
「
す

離
婚
時
の
年
金
受
給
権
分
割
制
度
に
対
す
る
均
十
の
検
討
(
滋
野

へ
七
ノ
戸
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/、

る
こ
と
が
で
き
る
」
も
の
で
あ
り
、
当
事
者
の
請
求
に
応
じ
て
分
割
を
「
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
は
さ
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
本

制
度
の
ド
に
お
け
る
当
事
者
に
よ
る
年
金
受
給
権
の
分
割
詰
求
は
、

あ
く
ま
で
役
会
保
険
庁
長
官
に
よ
る
行
政
処
分
を
発
動
さ
せ
る
た
め

なの
いH 裂;
r人 1(1:

又で
、あ

る

過
ぎ
ず

社
会
保
険
庁
長
官
に
行
政
処
分
の
義
務
付
け
を
行
う
も
の
と
は
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
と
考
え
ざ
る
を
持

家
庭
裁
判
所
に
お
け
る
按
分
割
合
の
定
め
に
し
て
も
、

第
七
八
条
の
二
第

項
に
よ
れ
ば
、

中
]
事
者
の
品
川
町
立
が
凋
わ
な
い
と

き
の
補
完
的
品
川
症
と
し
て

L
か
位
前
づ
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、

家
庭
裁
判
所
約
定
め
に
従
う
べ
き
義
務
が
社
会
保
険
庁
長
官
に
認
せ
ら
れ
て

い
る
わ
け
で
も
な
い
ο

円
安
す
る
に
、
本
制
度
は
、
社
会
保
険
庁
長
引
の
裁
殺
に
基
づ
く
行
政
処
分
と
し
て
の
性
格
を
崩
す
も
の
で
は
八
五
く
な
く
、
中
1
事
詐
に
年

へ
や
受
給
権
に
関
す
る
処
分
権
を
与
え
た
も
の
で
も
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
川
間
史
家
に
よ
っ
て
符
押
下
さ
れ
る
り
生
年
令
保

険
制
肢
が
、
離
婚
時
で
あ
る
と
の
-
事
を
以
て
館
山
中
に
行
政
処
分
と
し
て
の
性
絡
を
央
う
も
の
と
す
る
こ
と
は
、
か
え
っ
て
制
度
全
体
の

円
前
な
述
。
い
を
危
う
く
き
ぜ
る
恐
れ
が
あ
る
か
ら
、
あ
く
ま
で
社
会
似
険
庁
長
官
の
裁
法
権
行
使
を
前
提
と
す
る
本
制
度
の
族
一
本
的
な
構

テコ

サ
小
川
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
っ
似
し
、
こ
の
よ
う
に
、
対
事
訴
の
処
分
権
を
前
提
と
し
な
い
本
制
度
の
下
に
お
け
る
年

z
r
w
c、品、

立
カ
金
受
給
権
の
分
割
が
、
来
た
し
て
般
の
財
産
分
り
と
の
関
係
で
彩
九
日
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
本
制
度
の
烈
念
上
の
足

行
と
は
別
に
、
改
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
を
奇
襲
す
る
に
、
本
制
度
の
基
本
的
構
造
を
条
文
に
即
し
て
分
析
す
る
眠
り
、
本
制
度
は
他
の
財
産
の
分
与
と
の
終
合
を
念
頭
に
お

い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
し
て
、
当
事
者
に
年
金
受
給
権
の
処
分
権
を
認
め
る
も
の
で
も
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
厚
生
年
金
保
険
制
度
の
趣
骨
か
ら
考
え
て
合
理
的
な
も
の
と
二
叫
一
氏
、
つ
こ
と
が
で
き
る
が
、
本
改
正
の
背
殻
と
し
て

指
げ
ら
れ
て
い
た
「
離
婚
後
に
お
け
る
久
性
の
老
後
保
障
」
と
い
う
観
点
と
の
関
係
で
は
、
や
や
異
質
な
性
格
を
持
つ
も
の
で
あ
る
こ
と

が
否
定
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
c



(9)

わ
か
り
や
す
い
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
例
え
ば
、
社
会
保
険
研
究
所
『
年
金
制
度
改
正
の
解
説
』
八
六
頁
以
下
〈
二

O
O
四
年
)
参
照
。

(
叩
)
本
制
度
に
関
す
る
他
の
解
説
の
多
く
が
、
条
文
の
文
言
を
詳
細
に
吟
味
す
る
こ
と
を
し
て
い
な
い
こ
と
は
、
後
に
見
る
と
お
り
、
条
文
自

体
が
極
め
て
読
み
づ
ら
く
、
か
っ
、
相
当
長
い
も
の
で
あ
る
た
め
、
紙
麟
と
一
般
的
な
読
者
の
読
解
力
と
に
配
慮
し
た
結
果
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
、
そ
の
こ
と
自
体
は
妥
当
な
も
の
で
あ
る
と
思
う
。

(
日
)
法
律
の
条
文
が
い
わ
ゆ
る
「
悪
文
」
と
呼
ば
れ
る
所
以
で
あ
る
が
、
既
存
の
法
律
の
中
に
独
立
の
章
と
し
て
改
正
法
を
組
込
も
う
と
す
る

際
に
お
け
る
、
や
む
を
得
な
い
対
処
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

(
ロ
)
こ
の
ほ
か
、
当
事
者
が
再
婚
を
し
た
場
合
に
お
け
る
後
の
配
偶
者
に
対
す
る
配
慮
で
あ
る
と
の
説
明
も
あ
り
得
な
い
で
は
な
い
が
、
離
婚

に
際
し
て
再
婚
後
の
配
偶
者
に
対
す
る
配
慮
ま
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
寅
務
が
当
事
者
に
あ
る
と
考
え
る
こ
と
は
、
相
当
難
し
い
と
一
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
。

'
日
)
人
生
の
ど
の
時
点
で
財
産
が
必
要
と
な
る
か
に
つ
い
て
は
、
側
々
人
に
よ
り
事
情
や
予
測
が
奥
な
る
答
で
あ
り
、
現
時
点
で
財
産
的
価
値

を
有
す
る
資
産
が
分
与
対
象
と
し
て
望
ま
れ
る
場
合
も
、
将
来
の
年
金
受
給
権
が
望
ま
れ
る
場
合
も
、
あ
り
う
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

(M)

も
と
よ
り
、
本
制
度
が
施
行
さ
れ
た
後
の
運
用
に
お
い
て
は
、
事
実
上
当
事
者
の
議
求
に
基
づ
い
た
年
金
受
給
機
の
分
割
が
行
わ
れ
て
い

く
こ
と
に
な
る
こ
と
は
十
分
期
待
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
あ
く
ま
で
制
度
の
理
論
的
な
側
耐
の
み
を
検
討
の
対
象
と
し
て
い

る
わ
け
で
あ
る
。
実
際
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
条
文
の
文
誌
の
反
対
解
釈
を
厳
後
に
行
っ
た
結
果
で
あ
る
か
ら
、
本
稿
の
解
釈
と
異
な
り
、

社
会
保
険
庁
長
官
の
行
政
処
分
に
係
る
裁
量
が
、
発
動
の
婆
件
に
お
い
て
も
内
容
に
お
い
て
も
当
事
脅
か
ら
の
請
求
と
の
関
係
で
制
限
を
受

け
る
、
と
考
え
る
こ
と
も
十
分
可
能
で
あ
る
し
、
む
し
ろ
そ
の
よ
う
に
考
え
る
方
が
本
制
度
の
運
用
と
し
て
は
適
切
で
あ
ろ
う
。

(
M
M
)

む
し
ろ
、
本
制
度
が
多
分
に
創
設
的
、
実
験
的
な
性
絡
を
持
つ
こ
と
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
社
会
保
険
庁
長
官
の
裁
選
と
責
任
に
お
い
て

制
度
の
運
用
動
向
を
管
掌
さ
せ
る
こ
と
は
、
様
め
て
合
理
的
で
あ
る
と
詰
う
こ
と
も
で
き
る
。

離
婚
時
の
年
金
受
給
権
分
割
制
度
に
対
す
る
若
干
の
検
討
(
星
野

J¥ 
九
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年
金
受
給
権
分
割
制
度
の
「
問
題
点
」

以
上
の
検
討
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
と
お
り
、
本
制
度
の
・
一
付
す
る
最
も
重
要
な
「
問
題
点
」
は
、
本
制
度
に
恭
づ
い
て
行
わ
れ
る

年
金
受
給
権
の
分
割
が
、
離
婚
当
事
者
間
に
お
い
て
行
わ
れ
る
財
産
分
与
.
般
と
制
度
の
性
協
を
大
き
く
終
に
し
て
い
る
た
め
、
他
の
財

産
に
関
す
る
分
与
と
の
関
係
で
不
整
合
を
生
じ
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
る
、
と
い
う
点
に
あ
る
と
孝
え
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
当
事
者
が
地
の
財
産
分
い
?
と
の
整
合
を
考
慮
し
た
結
果
と
し
て
、
あ
る
按
分
割
合
に
つ
い
て
合
意
に
達
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
社
会
保
険
庁
長
官
が
異
な
る
割
合
に
基
づ
く
年
金
受
給
権
の
分
割
を
行
っ
た
と
仮
定
す
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
、
年
金
受
給
権
の

分
割
の
効
果
が
社
会
保
険
庁
長
日
が
行
政
処
分
と
し
て
行
っ
た
割
合
に
よ
り
確
定
す
る
こ
と
に
な
る
と
単
純
に
考
え
て
し
ま
っ
て
良
い
か

否
か
、
又
、
こ
の
よ
う
に
当
事
若
の
合
立
と
呉
な
る
年
金
受
給
権
の
分
割
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
、
そ
れ
以
外
の
財
躍
の
分
与
に
関
す
る
吋

学
者
の
合
意
の
効
力
に
影
響
を
及
ぽ
す
か
否
か
が
問
題
と
な
り
う
る
。

さ
ら
に
、
「
保
険
料
納
付
記
録
の
分
割
」
と
い
う
表
現
が
端
的
に
不
し
て
い
る
と
お
り
、
本
制
度
の
一
ト
に
お
い
て
年
金
受
給
権
の
分
割

が
行
わ
れ
た
と
し
て
も
、
分
割
の
時
点
に
お
け
る
将
来
の
年
金
受
給
権
が
確
定
し
た
権
利
と
し
て
当
事
者
に
与
え
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

従
っ
て
、
本
制
度
に
基
づ
く
将
来
の
年
金
受
給
権
分
割
後
に
年
金
制
度
自
体
が
変
容
し
、
当
事
者
が
分
割
の
当
時
に
お
い
て
予
測
し
て
い

た
財
産
的
利
益
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
が
後
に
明
ら
か
に
な
っ
た
場
合
に
、
財
産
分
与
の
合
意
の
効
果
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
及
び
う
る
か

は
、
な
お
検
討
を
要
す
る
問
題
で
あ
る
。

他
方
、
本
制
度
'
日
体
が
内
在
的
に
ふ
併
す
る
問
題
点
と
し
て
は
、
本
制
度
に
慕
づ
く
年
金
受
給
権
の
分
割
が
、
(
具
体
的
な
割
合
は
と
も

か
く
と
し
て
J

当
事
者
の
合
意
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
、
と
い
う
点
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
当
事
者
の
合
志
に
暇
抗
が
あ
っ
た
場
合
、

か
か
る
合
意
に
碁
づ
い
て
請
求
さ
れ
た
年
金
受
給
権
分
割
の
効
果
が
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
は
、
改
正
法
で
は
必
ず
し
も
明
ら
か
に
さ
れ



て
い
な
い
。
な
お
、
改
正
法
で
は
、
第
七
八
条
の
二
第
凶
項
に
お
い
て
、
合
意
の
内
容
に
つ
き
公
正
証
書
等
の
添
付
を
要
請
し
、
当
事
者

間
の
合
怠
内
符
の
確
認
を
閃
る
子
段
を
講
じ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
当
事
者
が
ム
日
立
の
暇
抗
を
主
張
す
る
こ
と
が
比
較
的
制
難
と
な
る
と
い

う
事
実
上
の
対
処
に
過
ぎ
ず
、
例
え
ば
、
詐
欺
-
な
い
し
強
迫
に
基
づ
い
て
ん
口
立
が
な
さ
れ
た
よ
う
な
場
合
に
は
、
公
正
ぷ
占
に
合
意
内
山
け

が
記
載
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
合
意
自
体
が
後
か
ら
取
り
泊
さ
れ
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
吋
事
詩
の
合
立
に
法
づ

く
請
求
を
行
政
処
分
の
党
助
の
要
件
と
し
て
い
る
以
上
、
本
制
度
に
基
づ
く
処
分
自
体
の
石
効
性
は
、
常
に
争
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
c

本
稿
の
け
肉
顕
で
述
べ
た
と
お
り
、
本
制
度
の
施
行
ま
で
は
ト
分
時
間
的
余
総
が
あ
る
か
ら
、
上
記
の
よ
う
な
問
題
点
に
対
し
て
、
制
度

上
な
い
し
運
川
上
の
対
処
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
ト
分
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
制
度
に
ぷ
づ
く
年
金
受
給
権
分

割
に
関
し
て
は
、
当
事
詩
の
処
分
権
を
法
律
上
認
め
な
い
限
り
、
本
制
度
と
山
間
z

ポ
分
与
‘
般
と
の
幣
合
を
阿
る
た
め
に
初
中
j

の
困
難
が
生

ず
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
も
、
同
時
に
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
か
か
る
制
度
相
正
の
核
合
性
を
検

A
す
る
に
際

し
て
は
、
本
制
度
が
前
提
と
し
て
い
る
年
金
受
給
権
分
割
の
必
要
性
や
典
則
的
状
況
の
妥
吟
性
が
、
そ
の
時
点
に
お
け
る
社
会
状
況
と
の

関
係
で
改
め
て
問
題
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
し
、
第
二
バ
ゲ
被
保
険
許
制
度
を
は
じ
め
と
す
る
、
年
金
制
度
の
総
本
的
構
造
に
閉
門

す
る
議
論
自
体
を
再
度
行
、
つ
必
要
が
あ
る
こ
と
も
、
改
め
て
主
張
す
る
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。

年
余
制
度
に
お
い
て
同
家
の
役
割
が
近
要
で
あ
る
こ
と
は
、
本
制
度
を
検
討
す
る
ま
で
も
な
く
明
ら
か
な
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
「
役

割
」
の
う
ち
最
も
中
心
的
な
部
分
は
、
凶
家
が
州
民
の
い
い
川
頼
を
符
る
に
起
り
る
だ
け
の
制
度
設
計
を
、
他
の
制
度
と
の
秩
合
を
合
め
て
綻

ぶ
す
る
点
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
、
本
制
度
は
、
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
財
産
分
与
に
関
す
る
問
題
点
に
対
す
る
年
金

制
度
の
側
か
ら
の
創
設
的
実
験
的
な
試
み
と
し
て
、
ト
分
作
定
的
に
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
他
制
度
と
の
関
係
に
係
る
正
本
的
な

い
間
を
合
め
て
、
な
お
検
討
課
題
が
多
い
も
の
と
、
汁
わ
ざ
る
を
符
な
い
よ
う
に
忠
わ
れ
る
。

離
婚
時
の
年
金
党
総
権
分
割
制
度
に
対
す
る
町
十
の
検
討
(
尾
野
)

}L 
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本
制
度
に
暴
づ
く
年
金
受
給
権
の
分
割
は
、
則
明
論
上
は
法
律
の
規
定
に
よ
り
一
義
的
に
額
が
定
ま
る
符
の
も
の
で
あ
る
が
、
心
当
事
者
双
方

と
も
予
測
し
て
い
な
か
っ
た
効
果
が
生
じ
た
場
合
、
財
産
分
与
が
錯
誤
無
効
と
な
る
可
能
性
は
百
定
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
(
財
産
分

与
と
譲
渡
所
得
課
税
に
関
す
る
、
最
判
平
成
元
年
九
月
一
間
日
判
時
二
三
一
一
六
号
九
三
賀
参
照
)
。
前
記
三
で
述
べ
た
と
お
り
、
そ
も
そ
も

初
会
保
険
庁
長
官
に
よ
る
裁
縫
権
が
当
事
訟
の
請
求
と
の
関
係
で
制
限
を
受
け
る
と
す
る
解
釈
を
と
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
問
題
点

が
実
質
的
に
生
じ
な
い
こ
と
は
言
、
つ
ま
で
も
な
い
。

(
口
)
前
一
一
一
比
二
で
検
討
し
た
と
お
り
、
こ
の
問
題
点
は
本
制
度
の
創
設
以
前
か
ら
財
産
分
与
に
関
し
て
生
じ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
本
制
度
に
よ
っ

て
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
問
題
で
あ
る
。
将
来
の
利
縫
に
関
わ
る
期
待
権
が
ど
の
程
度
保
護
さ
れ
る
べ
き
か
は
状
況
に
よ
り
様
々
で
あ

る
が
、
年
金
受
給
権
は
あ
く
ま
で
年
金
制
度
の
存
在
を
前
提
と
し
て
は
じ
め
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
当
事
者
が
分
割

に
際
し
て
期
待
し
た
将
来
の
利
援
を
法
律
上
完
全
に
保
障
す
る
こ
と
は
凶
難
で
あ
ろ
う
。
似
し
、
こ
の
場
合
に
も
、
年
金
制
度
自
体
の
変
容

を
雨
当
事
者
が
共
に
予
測
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
、
財
産
分
与
を
錯
誤
無
効
と
す
る
原
悶
に
な
る
こ
と
は
あ
り
う
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

(
刊
日
)
理
論
的
に
は
、
行
政
処
分
発
動
の
要
件
で
あ
る
お
事
者
の
意
思
に
般
抗
が
あ
っ
た
以
上
、
当
該
椴
枕
が
治
癒
さ
れ
な
い
限
り
、
行
政
処
分

自
体
も
遡
っ
て
無
効
と
な
る
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
当
事
者
が
そ
の
問
に
再
婚
及
び
離
婚
を
し
、
年
金
受
給
権
を
さ

ら
に
分
割
し
て
い
た
よ
う
な
場
合
に
は
、
関
係
者
全
体
に
お
け
る
年
金
受
給
権
の
配
分
調
繋
が
、
極
め
て
綾
雑
な
も
の
と
な
る
こ
と
は
避
け

ら
れ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
c
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